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バ レイ シ ョにお けるアプラム シ類の発生消長

佐藤 利朗・ 芦立 正雄 。大沢 守―・ 佐藤 力郎

(福 島県農業試験場 )

Seasonal Abundance of Three Aphids, 14ッ zし S pθ rsjεαο SULZER, スpん ,s

gOssypij GLOVER and icγ rιたoSわた0れ Sο′α2i KALTENBACH on Potato
Toshiro SATO,MasaO AsHITATE,Shuichi OHsAWA and Rikio SAT0

(Fukushima Prefecture Agricultural Experiment Station)

1 は じ め に

バレイショSO′α″″れ ιしら゙ rosこ れ L に寄生するワタ

アプラムシ И崚んお gοss″■ の発生飛来源を検討するた

め,1986～ 1987年 に主要越冬寄主と推定されるオオイヌノ

フグリ 降 ″οttοα pοr●οα pο j′ ,ナ ズナ C"●ο″α B
arsα ―p¨ゎガs, ムクゲ 凛 わisο″s cαりれαο

“
●につい

てワタアプラムンの越冬状況調査を行った。ナズナではワ

タアブラムンの越冬個体数が少なく, 3月 ころになると植

物体が枯れ上がること,ム クゲでは10月 下旬に産卵雌虫の

飛来が確認され,産卵が認められるが, 2月 上旬になると

卵が消失したことから,ナ ズナ,ム クゲはヮタアプラムシ

の越冬に不適当であると思われた。一方,オオイヌノフグ

リではワタアプラムシの越冬個体数が多かった。

そこで,オ オイヌノフグリからバレイショヘのヮタアプ

ラムンの移動経過を明らかにするため,1988年にオオイヌ

ノフグリにおけるワタアプラムシの越冬経過とバレイショ

ヘの飛来時期の関係を検討 し,併せて,パ レイショにおけ

るアプラムシ類の防除適期を検討するため,モ モアカアプ

ラムシ Mッas pοぉicαa SULZER, ワタアプラムシ
,

ジャガイモヒゲナガアプラムシ スc,″んοsψみο2●ο厖屁j

KALTENBACHの 発生消長を調査した。

2試 験 方 法

(1)オ オイヌノフグリにおけるワタアプラムシの寄生状

況調査

1987年 10月 ～1988年 5月 に福島県農業試験場内のオオイ

ヌノフグリ15群落 (1群落当り4茎)の ヮタアプラムシ寄

生虫数をほぼ5日 ごとに調査した。
12)パレイショ (成育初期)に おけるヮタアプラムシ有

翅成虫の飛来状況調査

1988年 にバレインョ (品種 :男爵,播種 :3月 28日 )20
株のヮタアプラムシ有翅成虫寄生数を萌芽始期 (4月 20日 )

から開花期 (5月 30日 )ま ではぼ5日 ごとに調査 した。

13)バ レイショにおけるアプラムシ類の発生消長調査

1988年 にバレイン320株 (1株当り1茎)の アプラムシ

類の寄生虫数を萌芽始期 (4月 20日 )か ら枯凋期 (7月 20

日)ま ではぼ5日 ごとに調査 した。
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図 1 バレイショ及びオオイヌノフグリ上の
ワタアプラムシ数

注_ 1):20株の総有翅成虫数
2)3):15群落 (各群落当り4茎 )の総虫数

3 結果及 び考察

(1)ワ タアプラムシのオオイヌノフグリにおける越冬状

況とバレイショヘの飛来状況 (図 1)

オオイヌノフグリには,無翅成虫・幼虫が3月 上旬まで

低密度で生息 し,その後,徐々に密度は高まり4月 中旬に

ビークとなった。有翅幼虫は4月 中旬から出現しはじめ
,

5月 上旬に最高になった。このことから, 5月 上旬～中旬

にオオイヌノフグリから次の寄主へのヮタアプラムシの移

動が盛んになると考えられた。

一方,パ レイショのワタアプラムシ有翅成虫の飛来は萌

芽揃期の4月 25日 ころから認められ, 5月 中旬に最高となっ

た。

このように,オ オイヌノフグリでの有翅虫発生時期とバ

レイショでの有翅成虫飛来時期が合致することから,バ レ

イショに飛来するヮタアプラムシ有翅成虫は,オ オイヌノ

フグリ由来のものが多数含まれると考えられた。

0)バ レイショにおけるアプラムシ類の発生消長 (図 2)
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ジャガイモヒゲナガアプラムシ,3種の有翅成虫の飛来が

5月 上旬～中旬にみられた。これら有翅虫のバレイショヘ

の飛来・定着により無翅成虫・幼虫は5月 中旬から出現 し

6月 上旬に密度が最高になった。更に,バ レイショでの無
翅成虫・幼虫の密度上昇とともに,こ れら3種の有翅幼虫

は6月 中旬に出現しはじめ,有翅成虫は6月 中～下旬にピー

クとなった。

このことから,バ レインョ圃場におけるアプラムシ類の

防除適期は有翅成虫が5月 中旬に飛来・ 定着した後 ,無翅

虫が増殖する5月 下旬～6月 上旬と考えられた。
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ブラムシ類の寄生状況 (寄生虫数 /20株 )

ラムシの越冬源として重要であると考えられた。

② パレインョでのアプラムシ類の防除適期は無翅虫の

タアプ  密度上昇期に当る5月 下旬～6月 上旬と考えられた。
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